
 

 

2.5g/100ml で増加から減少に変化したの

は、衝突する際の液体の動きや位置が関係

していると考えられる。増加するのは、球内

の液体が動きにくくなるため、球が跳ねよ

うとする力を水の揺れが相殺しにくくなる

からではないかと考えた。減少したのは、水

が固体と近い状態となり、衝突した際に液

面が床に対して水平でないときは跳ね返る

方向が床に対して斜めになるので、跳ね返

った高さが低くなると共に、その値のばら

つきも大きくなったと考えられる。これら

のことから、衝突の際の球内の状態を可視

化する必要があると考えた。 
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抄録 

  昨年度の研究を引き継ぎ、液体を用いて衝撃の吸収ができないかと考え、ピンポン球に

液体を入れ、それを自由落下させたときの跳ねた高さを調べた。先行研究で球内の液体の

揺れが大きいほど衝撃を吸収することが分かっている。本研究では液体の粘性を変えるこ

とにより液体の揺れ方を変え、それが衝撃吸収にどのような影響を与えるかを調べた。ま

た、液体の挙動の可視化を図った。 

 

１．研究の背景と目的 

  ピンポン球（球）が衝撃を吸収する際の液体の動きに着目し、仕組みを明らかにすること

で、エレベータの落下事故などの被害を軽減できるようにしたいと考えている。 

 

２．方法 

  100ml の水に 0.50～4.5g まで 0.50g 間隔で「とろみヘルパー（とろみ調整食品）」を溶

かし、それぞれを注射器で球に入れ、1.0m の高さから 10 回ずつ自由落下させた。その際の

球の最高到達点を記録した。 

 

３．結果                 ４．考察 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
５．結論 

  球が衝撃を吸収するときの条件は、球を自由落下させた際に球内の水が良く動いている

こと、球内の水が動きやすいように球内に入れる水の量を球の容積の半分程度にすること

であるとわかった。 
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